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績
は
、
受
験
生
や
在
校
生
と
そ

の
父
兄
に
注
日
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
卒
業
生
は
他
大
学
院
に
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
際
化
・

　
　
学
卜
㌶
帖

　
　
留
ミ
6
露
杜

　
　
遣
舳
㌦
、
㌶
㍗

　
　
派
夏
、
語
学
も
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
本
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
外
留
学
・

夏
期
セ
ミ
ナ
ー
制
度
が
、
今
年
度
で

発
足
6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

学
L
た
り
就
職
先
で
活
躍
し
た

り
し
て
、
県
内
外
の
企
業
か
ら

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

度
の
参
加
学
生
は
7
0
人
で
過
公
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
情
報
文
化
学
科
の

学
生
＾
2
年
次
）
の
参
加
率
は
η
2

％
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
？
年
次
一

の
参
加
率
は
1
1
・
呂
％
に
な
り
ま
す
。

参
加
学
生
た
ち
は
向
学
と
期
待
に
大

き
く
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、
い
よ
い
よ

8
月
か
ら
中
国
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
5
カ
国
の
提

携
大
学
に
相
次
い
で
出
発
し
ま
す
。

　
派
遣
留
学
牛
は
平
成
1
2
年
度
の
発

足
以
来
6
年
間
の
累
計
が
3
2
6
人

と
な
i
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
の
平
成

7
年
度
か
ら
1
0
年
度
ま
で
行
わ
れ
た

海
外
研
修
に
参
加
し
た
1
8
0
人
を

加
え
る
と
5
0
6
人
が
留
学
体
験
を

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
木
学
の
こ

の
留
学
制
度
と
実
践
諦
学
教
育
の
実

く海外留学・セミナー参加学生の累言十）
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情
報
文
化
学
部
　
学
部
長

　
　
　
　
　
　
　
市
岡
政
夫

　
問
も
な
く
宴
休
み
。
本
学
独
白

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
海
外

3
年
次
生
η
人
、
計
苅
人
も
の
学

生
た
ち
が
、
今
年
も
5
カ
国
5
大

学
に
向
け
て
出
発
す
る
。
学
生
た

ち
の
多
く
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

外
国
体
験
と
な
る
。
そ
れ
も
単
な

る
海
外
旅
行
と
は
異
な
り
、
異
文

化
社
会
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
自

分
の
生
活
を
律
し
、
勉
学
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
る
。
人
生
の
な
か

で
ま
た
と
な
い
好
機
で
あ
る
。

　
こ
の
際
、
学
牛
一
た
ち
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
行
き
先
き
国
と
大
学
で
、

日
本
人
と
い
う
「
外
国
人
」
の
立

場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と

の
持
つ
意
昧
を
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
外
国
生
活
を
通
じ
て
「
口

本
」
と
い
う
国
を
あ
ら
た
め
て
直

視
し
て
ほ
し
い
。

　
言
葉
も
生
活
習
慣
も
異
な
る
異

文
化
社
会
に
身
を
委
ね
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
困
難
が
あ
り
、
そ
れ

な
り
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
に
留
学
・

七
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
学
生
た
ち

は
、
一
一
一
一
］
諮
学
摺
を
は
じ
め
各
教
科

に
お
い
て
も
成
果
を
挙
げ
、
人
間

と
し
て
も
一
回
り
も
、
一
一
回
り
も

大
き
く
な
っ
て
本
学
に
戻
っ
て
く

る
の
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
さ
し
た
る
事
故
が
な

か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
。
今

年
も
よ
り
細
心
の
準
備
を
整
え
て

学
生
た
ち
を
送
り
出
し
た
い
。

情報システム学会を設立

卒業生の便り（博士号を取得

スポーツ大会報告（学友会〕

湧源・編集後記に代えて

新入生・卒業生に聞きました

　　　（アンケート結果から〕

18年度入試日程概要一覧
オープンキャンパスなど案内

教員の活動一覧｛上半期分〕

優良学生を表彰・奨学全授与

進路ガイダンス開く

公開講座のご案内

韓国総領事を招き記念講演
新しく「なぴ広場」「WE目サイトニ



　　　国名■留学犬学

カナダ

アルバータ大学生涯教育学部

アメリカ

ノースウェスト・ミズーリ州立大学教養学部

韓国

慶煕大学国際教育院

　　留学期問

平成17年8月7日（日）
　　　～9月11日く日〕

平成17年8月22日（月）
　　～12月r7日1土）

平成17年8月30日く火）
　　　…12月28日く水）

参加学生数合計 70人

派適留学制度ロシア・中国・韓国コースはそれぞれ20万円、ア刈カコースは2ヨ万円、海外夏期七

ミナーカナダコースはr5万円の奨学全が支給されました。

駿
衝
騨
へ
日

式
一
イ
与
テ

授金

t’
学
行
奨
壮

行交大6行授セ留
わ流会月パ与ミ学今
れセ議ユ51式ナ・年
まン室日テと1海度
しタと　’イ…敷奨クトの

た1国本1励学夏派
。で際校が壮金期遣

本
学
を
表
敬
訪
問
中
だ
b
た
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト
・

ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
一
ア
メ
リ
カ
〕
の
ハ
バ
ー
ド
学

長
ら
も
激
励
会
に
特
別
参
加
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
が

一
段
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
奨
学
金
授
与
式
は
今
年
8
月
か
ら
の
出
発
順
に

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
大
η
人
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ミ

ズ
ー
リ
州
立
大
1
2
人
、
韓
国
・
慶
煕
大
旧
人
、
中

国
・
北
京
師
範
大
㎎
人
、
ロ
シ
ア
・
極
東
国
立
総

合
大
5
人
の
全
員
が
紹
介
さ
れ
て
晴
れ
晴
れ
し
く

準
）
一
、
各
コ
ー
ス
代
表
に
武
藤
学
長
か
ら
証
蒋
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
学
長
は
「
中
国
や
韓
国
で
の
歴

2001（平成13〕年

　4月18日調印

2000（平成12）年

11月17目調印

　1899年に創設された東洋大学を祖とする国立総合大学で、ロ

シア極東最大の有名校。19の単科大学、約40の学部があり学生

数は1万7000人、教員は約890人いる。寮はロシア語学校と廊下

で直接結ばれ外国人用の特別なフ□アーを設けて治安に留意し

ている古ウラジオストク市は日本海に面した港町で東洋のサンフラ

ンシスコと言われ、冬の気候も比較的温暖。

史
認
識
な
ど
現
在
い
ろ
い
ろ
な
国
際
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
発
一
一
一
冒
や
行
動
は
個
々
で
責
任
を
持
っ
て

行
う
よ
う
に
。
私
が
ア
メ
リ
カ
留
学
当
時
は
デ
ン

ジ
ャ
ラ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
だ
っ
た
白
そ
の
基
本
認
識

は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。
行
動
は
慎
重
に
、
そ
の

上
で
奥
剣
に
勉
強
し
楽
し
み
留
学
の
実
を
あ
げ
て

ほ
し
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。
学
生
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
心
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。

一
・
．

’姜

　
激
励
パ
i
テ
ィ
ー
は
留
学
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
ド

リ
ン
ク
と
デ
ザ
ー
ト
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
派
遣

学
生
と
教
職
員
ら
が
和
や
か
に
歓
談
し
、
期
待
と

夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
特
別
参
加
の
ハ
バ
ー
ド

学
長
は
コ
ッ
プ
を
片
手
に
気
さ
く
に
学
生
た
ち
に

「
た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
っ
て
」
な
ど
と
語
り
か

け
て
い
ま
し
た
。

一
び
．

一
気

…

・
市
岡
学
郡
長
「
目
標
は
決
ま
っ

た
。
日
本
人
学
牢
の
代
表
と
し
て

見
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、
が
む

し
ゃ
ら
に
学
び
、
一
一
回
り
も
大
き

く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
」

・
ハ
パ
ー
ド
学
長
「
素
晴
ら
し
い

キ
ャ
ン
パ
ス
と
学
柑
に
感
銘
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
使
の
役
［

を
果
た
し
楽
し
く
交
流
」
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

・
広
瀬
帽
報
文
化
学
科
長
「
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
。
ま
さ
に
人
生

が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
体
験
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
っ
て

も
い
い
じ
ヤ
な
い
か
」

・
槻
木
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
長
代

理
「
4
ヵ
月
で
は
短
す
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
海
外
の
異
文
化
の

巾
で
ー
人
で
暮
ら
す
と
い
う
素
晴

ら
し
い
決
断
を
し
た
、
そ
の
一
兀
を

取
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

・
遠
藤
ゆ
か
り
カ
ナ
ダ
コ
ー
ス
代

表
「
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
か
不

安
は
あ
る
け
ど
、
積
極
的
に
話
し

か
け
、
．
一
一
H
語
習
得
と
交
流
を
深
め

て
き
た
い
」

・
松
原
美
紗
ア
メ
リ
カ
コ
ー
ス
代

表
「
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
、

自
分
の
心
の
成
長
も
大
い
に
楽
し

ん
で
き
た
い
」

・
渡
辺
亮
一
韓
国
コ
ー
ス
代
表
「
初

の
海
外
牛
活
、
日
本
の
文
化
を
見

詰
め
夜
し
異
文
化
を
理
解
し
た
い
。

好
き
な
ダ
ン
ス
部
に
入
り
大
い
に

交
流
し
た
い
」

・
阿
部
費
之
中
国
コ
ー
ス
代
表
「
中

国
人
か
ら
見
た
日
巾
関
係
は
ζ
つ

　
　
、
　
　
、

し
た
い
」

・
今
野
あ
か
り
□
シ
ア
コ
ー
ス
代

表
「
個
々
人
が
し
っ
か
り
と
自
分

の
］
標
を
持
っ
て
学
び
た
い
。
］
］

本
を
見
詰
め
直
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
」

一
1
－



2000（平成12〕年

　4月14日調印

も古い教育機関の一つで北京大学、

吠学。24学部、12の学院、21の専門

寺つ総合犬学。1965年から外国人留

んでいる。北京市に中央部にあり、北

三活や社会見学にも好条件。大学キ→

泊できるので安心。

2001（平成13）年

　1月29日調印

’大挙。教育レ

…語を母語とし

の留学生を対

．の大都市カン

、う青争かな田丁に

1な学園都市。

2000（平成12〕年

　8月18日調印

一
…
一

膣教育学部が

行い尊門学部

手がいて「北米

新のlT技術実

：一タ州都エドモントンにある総合＝

って、非英語圏から来た学生に菊

’受けられるようにしている。一情報学

＝報」の受講が可能。留学プログラ

連企業視察が含まれている。

ミズーリ州立夫

学長が表敬訪闇

　
本
学
の
派
遣
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
の
ノ
ー
ス
ゥ
ェ
ス
ト
・

ミ
ズ
ー
リ
州
立
大
学
の
デ

ィ
ー
ン
・
ハ
バ
ー
ド
川
子
長

ら
が
6
月
｝
H
か
ら
本
学

を
訪
れ
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
η
週
間
と
延
’
、

辰
改
善
さ
れ
た
派

藤
学
長
は
英
語
で
「
4
年
前
に
訪
米
し
交
流
協
定
に
調
印

し
て
以
来
、
交
流
の
実
績
が
大
き
く
実
り
、
温
か
い
学
牛

の
受
け
入
れ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
長
期
の
海
外
研
修
が

衷
現
し
よ
り
発
展
的
な
学
生
さ
ら
に
教
員
、
学
術
交
流
を

期
待
」
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。
ハ
バ
ー
ド
学
長
は
「
皆
さ

ん
の
淵
か
い
歓
迎
に
感
謝
し
、
貰
校
の
優
秀
な
学
生
育
成

に
感
激
し
て
い
ま
す
。
是
非
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
に
来
て
、

多
く
の
同
籍
の
学
生
と
交
流
し
、
英
紬
と
ア
メ
り
カ
文
化

を
楽
し
く
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
会
い
で
き
る
H
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。

覚
書
に
は
修
学
プ
□
グ
ラ
ム
と
取
得
単
位
、
学
生
生
活

の
糊
密
な
E
メ
ー
ル
等
で
の
相
互
連
絡
な
ど
の
ほ
か
、
テ

ロ
遭
遇
対
応
指
導
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
バ
ー
ド
学
長
ら
は
調
印
式
後
に
情
報
セ
ン
タ
ー
や
国

際
交
流
七
ン
タ
ー
な
ど
学
内
を
見
学
し
、
た
ま
た
ま
廊
下

で
遇
っ
た
同
大
学
留
学
体
験
学
生
と
懐
か
し
そ
つ
に
話
し
合

い
、
ま
た
学
牛
食
堂
で
は
麻
婆
ユ
腐
定
食
や
豚
カ
ツ
定
食
な

ど
の
メ
ニ
ユ
ー
を
楽
し
そ
つ
に
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

蓼
か
易
2
魂
黒
那
照
鰯

遣
留
学
交
流
協
定
の
了
解
覚
書
の
調
印
式
に
臨
み
、

両
校
の
発
展
的
な
交
流
拡
大
を
武
藤
学
長
ら
教
職

員
と
あ
ら
た
め
て
碓
認
し
ま
し
た
。
ハ
バ
ー
ド
学

長
は
学
内
を
見
学
し
、
留
学
生
懇
親
パ
ー
テ
ィ
i

な
ど
に
特
別
参
加
し
て
学
生
た
ち
と
も
親
し
く
懇

談
、
　
「
大
使
の
役
目
を
期
待
し
て
い
る
」
な
ど
と

激
励
し
て
い
ま
し
た
。

　
ノ
i
ス
ウ
エ
ス
ト
ニ
｛
ズ
：
り
州
ヴ
大
と
は
2

0
0
ユ
＾
平
成
■
）
年
ユ
月
に
、
武
藤
学
長
ら
が

表
敬
訪
問
し
て
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
派
遣
学
生
の
留
学
期
間
は
5
週
間
で
実
施
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
η
週
間
に
延
長
す
る
こ
と

に
同
意
、
ハ
バ
ー
ト
学
長
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ク
ア
ダ
ム
ス

教
養
学
都
長
を
招
き
了
解
覚
響
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
印
式
の
行
わ
れ
た
大
会
議
室
に
は
本
学
教
聯
貝
と
学

生
ら
多
数
が
参
加
し
、
両
学
長
が
に
こ
や
か
に
握
千
し
覚

書
書
を
交
換
す
る
と
大
き
な
揃
千
で
歓
迎
し
ま
し
た
。
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
　
、
．
．
一
．
．
．
捧
’
｝
i

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学

　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在

　
　
　
　
　
　
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

　
ア
ル
バ
ー
タ
州
立
大
学
＾
カ
ナ
ダ
）
か
ら
は
6
月
3
日
、

生
涯
教
育
学
部
の
シ
ュ
リ
ル
・
マ
ッ
ク
ウ
．
可
－
タ
ー
ズ
部

長
と
ミ
ミ
・
フ
ー
イ
英
語
研
修
責
任
者
の
2
人
が
本
学
を

訪
れ
、
武
藤
学
長
ら
と
懇
談
し
学
内
の
施
設
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
大
学
関
係
者
の
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
は
昨
年
螂
月
以
来
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
女
史
は
本
学
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
留
学
生
を
中
心
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
世
話
を
L
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
す
。
同
日
は
今
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
夏
期
七
ミ
ナ
ー
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
科
の
学
生
た
ち
と
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
交
換
会
も
行
い
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ダ
で
の
牛
活
の
ア
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
イ
ス
を
す
る
な
ど
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
懇
談
し
ま
し
た
。

一薦濃農鑑竈，
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
学
学
生

が
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
、
自

ら
の
学
習
を
実
践
的
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、

今
後
も
恒
常
的
に
地
域
の
国
際

交
流
や
国
際
教
育
に
大
き
く
責

献
で
き
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。　
僑
報
文
化
学
科
助
教
授
・

　
　
　
　
　
佐
々
木
璽

一
i
‘



若者の就職観～わが子をフリーターにしたくない～

竈　　師／干石　保氏（財〕目本少年研究所所長

圓　　晴／平威1フ年9月4目〔目〕

　　　　13＝00受何・開蟻　14＝OO開漬

会　　壌■新潟国際情報大学新潟中央キャンパス9F講堂

対　　象■大学、短大、専門学校、高校生のこ父母

定　　員■200名（入場無料．先着」順）

申込方濫／往復ハガキ1こ①住所②氏名③電話茜号④参加希

　　　　望人数（2名まで〕をこ記入のうえ、

　　　　〒951－80目8新潟市上大」l1前通フー1169

　　　　「新潟国際情報大学公開講演会」係まで。

　　　　蝋本学にこ子弟が在学されてL、る場合は、氏名の後

　　　　に「学年」を芒記入ください。

内　　審■フリーターや二一ト、さらには就職後の離職者が

　　　　増加傾向にあるなか、特1こ大学生や高校生をお

　　　　持ちのこ父母を対象1こ、専門家の目に映る若者像

　　　　を通して今後どのよう1こ我が子と向き合うか、我

　　　　が子の将来とは？就職するとは？外国の若者との

　　　　考え方の違いなどについてこ講演いただきます。

株新課

三学2越校係
新前副
潟進参
店路事

　　　　　　　　　iボれ

行のらまてリ学本一レ燐長洋

　スい度’わパ敏れ・研氏学
　をてかさつネ子に関プ’館

進大
路学
ガ選
イ択
ダに
ンア
スド
をバ
開イ
催ス

た騒　いら皆定催ろ
。選また’さをさが高
第択ずだ自ん目れ4校
20）rけ身が肩盲ま月生
碧辛携重容寝㍊青
はンフうう卒え。’父
’トレに進業てこ本母
新L三と路後いの学を

匝講関し際進年スキた
伺傾＿ての路生でヤ」控
等を憲い参選と1ヰン路
学行氏ま考択こ　パカ
鐘ギ㍗串釜鋒り
育し遊　てかの決開ン

書1者行授
お人6わ写よ及人れ式

奨工課武6

表彰奨学金、優良学生を支援

臼井陽一郎（情報文化学科・教授〕

「気候変動1刮題の構成と国際共1司行動の展開1国速環境計両の役割

と欧州連合の実峨」慶藤EU研究会（腰鷹大学三田キャンパス、

2005年5月21日〕。

「地域統合論の楴成・その予備的考察11欽リ・1／統合研究の視角から」

1束アジア越境広域経一営研究会（早稲田大学2005年ヨ月16～17F1、〕。

長坂格く情報文化学科・助教授）

　　「移民研究からみた難民研究1イタりア在住フィリピン人の事例を

　申心に」　（分科会「人類学的移民・難民研究の実践と理論的課題」〕

　　1］本文化人類学会第ヨ9回研究大会（北海遣大学、1O05隼5月22日〕。

広瀬貞三1情報文化学科・教授〕
　　「朝鮮総督府の土木官僚」ll11本の朝鮮・台湾支配と植民地官僚研究

　会｛国際日本文化研究センター、200ヨ年3月2呂一〕。

3〕その他
小澤治子く情報文化学科・教授）

2‘日）。

「北方領土問題と日露関係」 1根室商工会議所、2005年2月

小山田紀子（情報文化学科・教授）

　　　　「アルジェりア植民地史研究への視角一ポストコ□ニアルの

　視点から一」津田塾大学国際関係研究所　研究懇談会（2005年1月

　　　　「現代イスラーム世界の動向　一アルジェリア・イスラーム

　主義運動の高暢と挫折一」跡見学園女子人学人丈フ甘一ラム（2005

　年3月1H㌧　　　　　　　　　一

　　　　／2005〕　「現代イスラーム世ヒ界の動1’E」一アルジュリア・

イスラーム主義運動の高揚と挫折一．」『跡見学園女子大学人文フォ

ーラム」第ヨ号｛92廿9ヨ頁〕o

苅部恒徳（情報システム学科・教授）

・教科書　（2005）苅部1旧徳・成1干1圭市・矢口裕了・ノ共編註10巴日d酊帥d

Ame＝io且nPi㎞、英宝杜（12ヨ頁〕。

広瀬貞三（情報文化学科・教授〕

　　　　「F1朝関係の瑚在と将来」新潟県電設資材卸業協同組合主催
　　（ホテル日航新潟、2005年1月1呂日〕。

　　　　「日韓日朝関係と在日韓国朝鮮人」アクション・ヒューマン

　ライツ新潟主催（新潟市万代市民会館、3月9□〕．

　　　　「映像で見る韓国社套」　（三条東高校、3月17日〕。

　　　　「韓国の杜会と文化」　｛ウェルシテイ新潟別館、5月且ヨ日〕。

　・集中講義｛スクーリング〕　「朝鮮近瑚代史」　（放送大学新潟学習

　センター、6月11□・121］〕o



　
今
年
は
日
韓
国
交
正
常
化
仰
周

年
を
迎
え
、
　
「
日
韓
友
情
年
2
0

0
5
」
と
し
て
日
韓
両
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
7
月
8

□
に
本
校
で
駐
新
潟
大
韓
民
国
総

領
事
館
の
金
光
圭
一
キ
ム
・
カ
ン

ギ
ユ
）
総
領
事
が
、
　
「
最
近
の
韓

口
関
係
と
展
望
」
と
題
し
て
、
特

別
講
演
を
行
な
い
ま
し
た
。
会
場

に
は
学
生
、
教
職
員
、
市
民
な
ど

約
ユ
O
O
人
が
参
加
し
熱
心
に
流

暢
な
日
本
語
の
講
演
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
金
総
領
事
は
ユ
9
7
8
年
に
外

交
通
商
都
（
日
木
の
外
務
省
一
へ

入
省
以
来
、
本
省
「
日
本
一
仙
ム
R

福
岡
、
札
幌
一
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
で
勤
務
さ

れ
た
多
彩
な
経
験
を
お
持
ち
で
、

韓
国
外
交
の
最
前
線
に
一
v
っ
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
金
総
領
事
は
、
現
在
の
韓
日
関

係
に
お
い
て
独
島
問
題
一
］
本
名

は
竹
局
）
、
靖
国
袖
料
山
参
拝
問
題
、

歴
史
認
識
問
題
な
ど
「
芳
十
ギ
ク

シ
ャ
ク
し
て
い
る
」
こ
と
を
前
提

○
．

事
館
の
役
割
、
②
韓
国
の
歴
史
、

③
最
近
の
韓
日
関
係
な
ど
、
3
つ

の
点
を
述
べ
ま
し
た
。
歴
史
認
識

金光圭・駐新潟大韓民国総領事を迎えて

問
題
に
つ
い
て
は
、
　
「
過
去
は
決

し
て
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
知
っ
た
上
で
許
し
、
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が

大
薪
だ
」
と
諮
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
の
韓
日
関
係
に
お

い
て
、
ユ
9
8
4
年
以
降
両
国
首

脳
の
相
互
訪
問
が
行
な
わ
れ
て
お

り
、
貿
易
面
で
は
相
互
が
第
3
位

に
位
置
し
、
人
的
交
流
が
活
発
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
　
「
韓
固
で
は
日
本
へ
の

関
心
と
埋
解
が
広
ま
り
、
反
日
感

情
も
変
化
し
、
改
善
の
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
韓
日
両
国
は
市
場
経
済
、

民
・
王
・
王
蛸
我
の
2
つ
の
柵
一
値
舳
剛
を
土
ハ

有
し
て
お
り
、
F
T
A
一
自
由
貿

易
協
定
〕
調
印
に
向
か
っ
て
進
む

べ
き
だ
」
と
今
後
を
展
望
し
て
い

ま
し
た
。
一
惰
報
文
化
学
科
長
・
教
授

　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
貞
一
一
一
〕

センター入り口通路のパソコンスペー

い愛称を募集してきました。5月末ま

；があり、情報システム学科2年・斎
畦概干一■」二’1’’’’．二∴　　　’一二．．．．’．■’’’’・’

　
4
月
か
ら
本
学
の
W
E
B
サ
イ
ト
の
フ
□
ン
ト

ペ
ー
ジ
を
一
新
し
ま
し
た
。
最
近
の
ア
ク
七
ス
件

数
は
1
日
平
均
3
5
0
件
以
上
と
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
N
∪
－
S
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
も
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

教員の昇格人事
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(2005) 'A Chronological }Iistory of the OED 
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長坂格（情報文化学科・助教授）

　　｛2005〕　「フィリピン，イロコス地方における伝統的宴の現在1海

　　外移住者の関わヨつを巾心に」北原淳編『東アジアの家族・地域・エ

　　スニシテイ1基層と動態』東信堂／161ヨ54）口

2）学会・研究会報告

青淵正幸（情報システム学科1助教授）

〔2005〕　「株式新規公開企業における利益調整行動の検討」日本経

営分析学会第21回年次大会（明治大学、2005年5月〕。

1）研究論文・図書

青淵正幸（情報システム学科・助教授〕

（2005〕　「測定された企業価値と株式の流動性」

究』第21号10－17頁。

（2005〕　「倒産予測実務データ入子1二の溢蹄」

務経埋’協会〔114－122頁1総頁314ぺ一ジ〕。

『年報経営分析研

『経営分析事典」税

臼井陽一郎1情報文化学科・教授）

共著（2005〕　「目U環境法とポスト国民国家の言説：刑事罰適用と

市民の司法アクセスをめぐって」　『E　U研究の新地平：前例なき政

体への接近』ミネルバ書房〔75－l12頁1総頁300ぺ一ジ〕。

厘建英（情報文化学科・教授）

　　（2005〕　「明治立憲政と清末改革一棉沢諭吉と厳復の憲政思想一」

　　鳥海靖編『1ヨ本立憲政治の形成と変質」吉川弘文館（141－164頁〕。

~~~~~~:~ 

(2005) 'ETasing Memories, PreserYing Memories: Politicnl-

Meanings of Pollution and Antipoll~tion Move]T]ents in Cold W~l 

Japan ' Journal ofPacific Asia vol 12 (pp 65-91) . 
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【平崩〒年岨薪入生アンケートよ■11

　　偏竈文化掌科

六学実内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…趾．1％

推路指導室の査料・…・・・・・・…フr、右｛

インケーネツト・・・・・・・・・・・・…　1「．1中

嵩按の先生の話……・…・…・呂一5山
i店幸1…誌　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　7．O苗

親ヒ十日言装しマ決品た・・・・・・…　50，8％

由分マ決齢た・・・・・・・・・・・・・・・…；亨．〃

嵩斗交O先生ヒ相≡尭Lマj央品た　…　宮．ヨ｛

親か決蛉た・・・・・・・・・・・…　r．〃

ll：；lll；llll●

鼻内にあ石・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　ヨ呂、o％

国確化につし17学ぺる……苧、ヨ4

白分の宍カ1＝合っ7L1左・・テ、ヨ由

学科の特色…・…　…・…・…一凸、右ヰ

圭圭皇学弄斗カ｛あつた　　・・・・・・・・・…　5．ヨ中

盲藷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…刎．＾％

国睦化1＝っLlマ学芯た品…1与、レ
カ■」キュラム・・・・・・・・・・・・・・・…1ヨ．占吐

学科o特色・一　　　　　・凸、凸ヰ
学科の目的・・・・・・・・・・・・・・・・…古．1中

ll：；lll：：llψ

　　圓葭化
　±出堆吉語

　　国睦化
　異丈化理解
コ三ユ＝ケー，ヨン

海外瘤学・胡侮

　　○黎化
インターネソト

　　桔報化
　1暗報如三里油習

コンピューケヒ通借

　人間ヒ社会

魁強ヒァ’Lバィト吉両土芝せる一・・r与．5％

勉強1＝品屯・・・・・・・・・・……・…・r暑．8｛

友達づく■「工＝偏壬由…　一・・・・・…　r5．呂ヰ

勉強ヒ遊ひを嗣立吉せる…1ヨ．叫4

7’Lバイトに帰屯…・……・・10．1＃

○

犬掌の柚轄を
鏑べ苔刎＝何が
毒；皆にな一1まLたかf
　　　　　（ベスト；〕

o

進路について
ピのようにしマ

決昂まL走か？

未学＾鈷

七ンケー鈷贋壱

受験しまL走カ？

■　一

右な走が薪鴉国薦

情輯大学を要職Lようヒ
堪った理由は？〔ペスト5〕

尭埋掌科壱
ヒのように
齪択LまL左か？
　　　　｛ベスト5〕

■　・

覧1志釦オ
本学マLたカf

○

薪篶国藤情鞭大学マ
ピんな＝ヒ壱
学ひたいヒ恩」1ま寸か？

　　　　　｛ベスト；〕

■　：

こ：hからピのように
大寧生括宅珊ごそうヒ
毘rマいま寸か？
　　　　　　｛ベスト；〕

○竈システム掌科’

進路指導宝の資料　　　　・2古．5％

インケーネツト……　　　　・四．旦｛

大学案内・・・・・・・・・・・・・…　　　21．ヨ中

詰挾の先生o話……　　　占．94
桔報註　・・・・・・・・・・・・・・・…　　　　盲．5中

里里ヒ斗目談し7決品た………　41．7％
白分マ・決姑た・・・・・・・・・・・・・・・…　41．1ヰ

嵩挾o先生ヒ相談しマ決蹄た…1ヨ．3中

親か決抽た　・・・・・・・・・・・・・・…　　ヨ．ヨ＃

キの他　・…・…・・・・・・・……・・・…　o．古苗

ll；・lllll：ψ

県内にある・・…・・・・・・・・・・・・…ヨ1．3％

・1者報化につ］マ学ぺる・・…　1フー1壬

圭望学科か歩rた・・・・・・・・・・・…与．o中

酋権取得　…　　　　　　　　　8．フ｛
設佛ガ克宍　・・・・・・・・・・・・・・・・…古．ヨヰ

コンピューク・lT右学ぶ…ヨ1．占％
楠報化にっLlマ学爪・・・・・・…r与．ヨヰ

就職……・…・…・・・・・……・…・「ヨ．右〃

カ■’キュラム・・・・・・・・・・・・・・・…与．2＋

学科の特色…・・……・・・……・〒．レ

ll：；ll1ll1：1●

　　團艘化

　　国臨化
コ三ユニケー，ヨン

　異文化理解
　±拙域宕藷
海外瘤学・研俺

　　○黎化
インクーネ1ソト

］ンピユーケヒ通値

　桔報，ス〒ム
　桔報化の埋解
　桔報如理油習

勉強に品圭・・・・・・・・・・・・・・・・・…　1与．ワ％

勉弓圭ヒアーL’寸イト盲両土吉起；…　　1占．叫’

圭≡壬…づ’く1コ［＝席丑宕三・・・・・・・・…　15．O＃

勉強ヒ避ひ竜面壼古士±る…12．9・
アーL’市イ1一工＝届走一・・・・・…　一・・12．O＃

01
　　　　1平戚1一年ヨ月卒簑生アンケートよη一部蛙糊

あなたの学科を卒業できてよかったですか？

咀
撞輩に伝えたい大学の良かった所

羨1・1二．

委

0，

　　　　　・地域吉苗

　　　　　・国瞭化の狸解

　　　・異文個里檸

　　　・インクー末ツト

　　　・海外留学噛榊肝儘

0一

学ぶことができて良かったカリキュラム

・インケーネ・ソト

・国礒化の理解

・榊ヒの塑解

・組織ヒ握営

・桔報シス〒ム

在学申に取得した資格は？

鰍魍

ハンケ’L能カ検定
TO［■C・莫昔膏非竃定

中国舘検定

キの他の街椙（一都）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆　女乎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★　男手

☆槻野が広かった．世刷＝目を1自けらわる老っかけとなった

☆毛召学カ早』芒老多くσ〕糸韮蛭貧カ＃r千をプE

☆就耳銭の選択の1幅か広かる

☆白由

☆多くの人ヒ間わη、人聞闇係など勉強になつた

☆コ三ユニケ■シヨンのカかつし1た

☆多くo⊃人、宍o言蟄を失oる嘉カ｛■㌍老チ三

☆深くさまぎまな学問を学ぶこヒがマをた

★多くσ〕イ中曜日カ｛一芒老、自分自身，6竜戚長r子をた

★峰間ヒLlう時簡を右効に使えた

★勉強の面白さを知った

☆白分の薪しL1可能性をみつけらわた

★就醐＝右利

★人生の目擦をみつけらわた

　　　　　　　　　　　　　　　事

鰍闇

インケーネΨト検定

初級，スアド

簿龍

　曲誼苗固埴由■「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆1女手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★1男手

☆就脇舌動か右禾1」になった

☆や，〕たL1仕事につくこヒかマ老た

☆峰問ヒLlう時問マLlろいろなこヒを経験7老た

☆ネ上会｛三しっくη見らオ／た

☆六学生活全部

★白主的にLlろいろ挑戦する〔ヒかマ老た

★あらφる面に赤〕マ湖野か広か’つ、成長7をた

★多くのことを学べ多くの友人ヒ出会えた

★勉強以休7もさまさ’まな槻点から物事を見らわるようになった

★多くの分野を学ひ、知識を身にっけることかマ老た

★専門の知識を得ることか7老た

★楽しく過ごせた

★資揺取得

★4年問白分と■自宅合うことが7老、句かした〕か見つけることが7をた

（義萎灘撃雛轟錨搬）
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昨
年
座
の
春
、
H
年
に
も
お
よ
ぶ
大
学
生
生
活
が
終
わ

り
ま
し
た
。
学
剖
を
終
え
、
研
究
生
、
慶
鷹
義
塾
大
学
大

学
院
埋
工
学
研
究
科
へ
と
進
ん
だ
の
で
、
と
て
も
多
く
の

変
化
が
あ
り
、
と
き
に
は
止
め
て
し
ま
亭
つ
か
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
踏
み
と
ど
ま
り
工
学
博

⊥
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
1
1
年
間
、
多
く
の
先
生
た
ち
に
ご
指
導
い
た
だ
き

な
が
ら
、
研
究
し
て
き
た
テ
ー
マ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
に
お
け
る
効
果
的
な
商
品
悩
報
で
す
。
検
索
が

苦
手
な
ユ
ー
ザ
ー
で
も
簡
単
快
適
に
商
品
を
検
索
で
き
る

よ
う
に
、
ユ
ー
ザ
ー
が
使
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
共
通
性
を

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ビ
！
グ
を
研
究

年度卒

知1

探
し
、
気
に
入
り
そ
う
な
商
品
を
白
動
的
に
検
索
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
何
十
冊
も
一
父
献
を
読
み
、
珂
．
i
・

実
験
を
重
ね
、
成
果
が
出
せ
な
け
れ
ば
文
献
調
査
か
ら
や

り
直
し
と
い
う
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
私
が

論
文
を
書
こ
う
と
思
う
の
は
、
得
ら
れ
た
成
果
を
論
文
と

い
う
も
の
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
き
に
、
と
て
も
人
き
な
達

成
感
を
得
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

ヨ
月
で
い
っ
た
ん
学
校
を
離
れ
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
私

は
経
営
学
に
興
昧
を
持
っ
て
お
り
、
将
来
は
大
学
で
経
営

学
を
指
導
す
季
止
場
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

問
の
一
止
場
か
ら
だ
け
で
は
実
践
が
身
に
つ
か
な
い
と
考
え
、

一
度
は
社
会
に
出
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
蜆
在
は
期
限
付

き
で
、
I
T
系
企
業
の
シ
ス
テ
ム
部
門
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
会
社
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
し
っ
か
り
と
学
び
、

大
学
で
指
導
す
る
た
め
の
材
料
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

北村’1若太郎会長が記念講瀧

ス
テ
ム
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
た
学
会
で
す
。

　
設
立
総
会
で
は
竹
並
教
授
が
議
事
進
行
を
務
め
、

趣
意
書
や
学
会
の
役
割
な
ど
設
立
経
過
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
会
長
に
は
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
の
北
村
格
太
郎

氏
＾
日
本
ア
イ
・
ピ
ー
・
エ
ム
会
長
〕
が
就
任
し
、
ま
た
、

本
学
の
3
教
授
は
埋
事
と
L
て
中
心
的
な
運
営
に
当
た
り

ま
す
。

　
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
北
村
惟
太
郎
会
長
に
よ
る
「
日

本
経
済
の
諜
題
と
展
胡
キ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
成

長
の
基
盤
を
築
く
」
と
、
今
道
友
信
東
大
名
誉
教
授
に
よ

る
「
情
報
と
理
論
－
刀
世
紀
の
課
題
」
で
、
昨
今
の
情
報

付
会
環
境
の
中
で
興
昧
深
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
講
潰
会
や
テ
ー
マ
研
究
会
の
開
催
、
論
文
誌
の
発
行
な

ど
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
学
会
誌
は
印
刷
物
に
よ
る
剛
布
を
や
め
、
W
E
B
で
の

閲
覧
方
式
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
遁
信
費
を
抑
え
会

情
報
シ
ス
テ
ム
学
会
を
設
立

本
学
内
に

事
務
局

本学3教授の準備が実る
　
本
学
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
の
竹
並
輝
之
教
授
、

高
木
義
和
教
授
、
そ
れ
に
浦
昭
一
一
名
誉
教
授
な

ど
が
巾
心
に
な
っ
て
準
備
を
進
め
て
き
た
　
。

報
シ
ス
テ
ム
学
会
」
の
設
立
総
会
が
4
月
刀
H
、

東
京
・
神
田
錦
町
の
学
十
会
館
で
開
か
れ
ま
L

た
。
既
に
約
ヨ
o
o
人
が
会
員
登
録
済
み
で
、

事
務
局
は
本
学
内
に
置
か
れ
早
速
活
動
を
開
始
、

H
月
に
は
初
の
研
究
発
表
大
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
同
学
公
の
設
ヶ
趣
旨
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
は

単
な
る
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、

人
問
活
動
を
含
む
付
会
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と

い
う
理
念
を
も
と
に
、
利
用
者
の
た
め
に
な
る

情
報
シ
ス
テ
ム
を
企
而
、
■
1
■
」
E
、
構
築
、
活
用

す
る
方
法
論
を
、
企
業
の
披
務
家
と
人
学
の
研

究
者
が
協
力
し
て
研
究
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
人
間
巾
心
の
悩
報
シ
ス
テ
ム
を
志
向

し
、
ピ
ジ
ネ
ス
・
研
究
領
域
の
融
合
や
情
搬
シ

費
を
安
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
投
稿
さ
れ
た

論
文
の
掲
載
ま
で
の
時
問
を
人
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
細
は
学
会
の
W
E
B
サ
イ
ト
　
巨
｛
…
§
置
■
昌
■
曽
㌔

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勇
…
蔓
原

、
吾
　
　
　
　
　
　
　
、
言

編
集
後
妃
に
代
え
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
長
永
井
　
武

　
大
学
は
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
志
願
者

は
実
質
2
倍
強
で
、
そ
こ
を
突
破
し
た
学
生
が
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
巌
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
の
で
、
入
学

し
た
学
生
は
よ
く
勉
強
で
き
る
占
つ
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
私
の
講
載
は
メ
デ
ィ
ア
準
備
室
の
協
力
を
得
て

O
⊥
麗
巨
温
を
取
り
入
れ
、
み
ず
き
野
キ
ャ
ン
パ
ス
の
論
義
を

新
潟
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
聴
講
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
工
塞
≡
巨
巾
は
、
講
義
の
晋
声
と
使
用
L
た
宅
圭
巾
｛
o
巨
の

ス
ラ
イ
ド
が
す
べ
て
収
録
さ
れ
、
目
次
を
つ
け
て
大
学
の
W
E

B
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

　
o
■
－
o
彗
目
穿
胴
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
生
が
何
回
で
も
複
習
で

き
る
こ
と
で
す
。
目
次
は
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
で
す
の
で
、
学
生

が
復
習
し
た
い
と
こ
ろ
に
す
ぐ
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
、

特
に
、
私
の
担
当
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
イ
ン
グ
は
今
年
か
ら
必
修
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

分
か
ら
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
卒
薬
で
き
な
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
七
ま
す
＾
こ
の
占
つ
な
■
夫
を
し
て
在
学
生
に
は
大

い
に
勉
強
し
て
も
ら
う
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が
ど
う
し
て
必
修
に
な
っ
た
か
手

短
に
話
ま
す
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ

ン
ピ
ユ
ユ
丁
イ
ン
グ
呂
竃
雷
i
本
披
術
者
教
育
認
定
制
婁

の
必
修
科
目
で
、
－
竃
雷
を
本
学
が
取
リ
入
れ
る
か
ら
で
す
。

少
子
化
の
時
代
に
大
学
が
で
き
る
こ
と
は
、
在
学
巾
に
大
い

に
勉
強
L
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
社
会
に
出
て
役
立
て
て
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
以
外
、
方
法
は
な
い
の
で
す
。

　
教
員
一
人
ひ
と
り
が
、
大
学
の
使
命
と
大
学
が
置
か
れ
た

状
況
を
理
解
し
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
犬
会
を
終
え
て

他
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
私
に
と
っ
て
こ
の

行
事
は
大
き
な
難
閥
の
一
つ
で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
本
掌
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
で
、
新
学
期
問
も
な
い
全
学

の
交
流
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
、

私
は
実
行
委
員
と
し
て
大
会
運
営
に
当
た

り
、
大
体
の
流
れ
は
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
陸
の
大
会
の
炎
行
委
員
長
に
立
候
補
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